
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

昨
年
九
月
に
「
茗
渓
か
な
が
わ
」
の

創
刊
号
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
か
ら
は
暖
か
い
激
励
と
期
待

し
て
い
る
旨
の
ご
感
想
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

他
県
で
も
会
報
等
を
発
行
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
他
県
に

負
け
な
い
会
報
だ
と
自
負
し
て
い
ま

す
し
、
茗
渓
会
理
事
や
本
部
事
務
局

か
ら
も
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た

こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 年

一
回
の
総
会
は
神
奈
川
県
全
体

が
集
う
唯
一
の
機
会
で
す
が
、
こ
の
会

報
を
通
し
て
、
「
神
奈
川
茗
渓
会
」
の

会
員
相
互
の
情
報
の
共
有
と
交
流
に

繋
が
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
、

今
後
と
も
「
茗
渓
か
な
が
わ
」
を
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
本
号
で
も
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
県
内
で
行
わ
れ
て

い
る
職
域
・
卒
業
学
科
・年

代
等
に
応
じ
た
会
合
等

も
、
さ
ら
に
交
流
の
輪
を

広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

さ
て
、
筑
波
大
学
生
へ

の
支
援
と
し
て
、
現
在
、 

神
奈
川
県
の
教
員
を
目
指
す
学
生

へ
の
支
援
を
精
力
的
に
進
め
て
い
ま

す
が
、
他
に
官
庁
や
企
業
へ
の
就
職

希
望
者
へ
の
支
援
も
、
今
後
、
是

非
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
協
力
い
た
だ
け
る

方
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 私

た
ち
は
、
東
京
高
師
か
ら
筑

波
大
学
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
学
ん
だ
時

の
名
称
は
異
な
り
ま
す
が
、
茗
渓
の

絆
で
結
ば
れ
た
仲
間
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
輩
と

後
輩
が
広
く
お
付
き
合
い
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
念
じ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
総
会
へ
の
ご
出

席
が
な
か
っ
た
方
々
も
、
是
非
、
今

年
度
か
ら
気
楽
に
ご
出
席
し
て
い
た

だ
き
、
旧
交
を
温
め
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

七
月
十
五
日
（
日
）、
一
般
社
団
法
人

茗
渓
会
理
事
の
川
田
孝
一
氏
（
ｓ
三
九

教
大
総
農
）
を
お
招
き
し
て
、
茗
渓
会

神
奈
川
支
部
総
会
と
懇
親
会
が
、
横
浜

中
華
街
の
『
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜
』
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

例
年
で
す
と
、
七
月
の
第
一
土
曜
日

開
催
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
は
、
当
該
日
が
大
安
吉
日
と
い
う

こ
と
で
結
婚
披
露
宴
が
多
く
、
異
例
の

開
催
日
設
定
と
な
り
ま
し
た
。
三
連
休

の
中
日
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
の
出

足
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
通
り

の
参
加
者
人
数
（
総
会
六
四
、
懇
親
会

七
八
）
と
な
り
ま
し
た
。 

 

〇
総
会
に
先
立
ち 

十
一
時
。
総
合
司
会
（
山
崎
紀
彦
氏

ｓ
五
三
教
院
農
）
の
促
し
で
総
会
に
先

立
っ
て
出
席
者
一
同
が
黙
祷
し
、
昨
年

の
総
会
以
降
に
訃
報
を
頂
戴
し
た
十
三

名
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
し
た
。 

 

〇
総
会
の
様
子 

坂
本
紀
典
氏
（
ｓ
五
一
教
大
健
教
）

は
開
会
の
辞
の
中
で
、『
写
真
集 

東
京

教
育
大
学
百
年
』（
昭
和
五
五
年
十
月
初 
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神
奈
川
茗
渓
会
会
長 

 

清
水
進
一
（
ｓ
四
三
教
大
数
） 

 

後
半
は
、
「
追
越
」
「
平
砂
」
「
ビ
ッ
グ

丼
」
等
の
懐
か
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
が
咲

き
誇
り
、
幾
度
と
な
く
学
生
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
筑
波
生
活
は
、
人
生
の
中
で
も
か

け
が
え
の
な
い
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た

と
、
そ
し
て
、
そ
の
感
覚
を
共
有
で
き

る
同
窓
が
い
る
こ
と
の
あ
り
が
た
み
を

再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。 

 

懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
余
韻
が
さ

め
や
ら
ず
、
自
然
と
二
次
会
が
企
画

実
行
さ
れ
た
こ
と
で
一
回
目
と
な
る 

若
手
交
流
会
が
大
成
功
で
あ
っ
た
こ

と
を
皆
様
へ報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
若
手
交
流

会
発
足
に
あ
た
り
、
準
備
段
階
か
ら

心
温
ま
る
、
ご
支
援
、
叱
咤
激
励
を

い
た
だ
き
ま
し
た
神
奈
川
茗
渓
会
清

水
会
長
、
矢
野
事
務
局
長
、
西
塚

様
、
加
藤
様
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先

輩
方
に
は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

第
二
回
も
今
秋
に
同
会
場
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。  

発
起
人
代
表 

乾 

高
章 

▲円卓を囲んで「平砂」など筑波の“専門用

語”が飛び交い異様に盛り上がりました。 

平
成
卒
の
若
手
達
の

交
流
会
が
発
足
し
ま

し
た 

 

第
一
回
若
手
交
流
会
の
開
催 

  

「
神
奈
川
茗
渓
会
」
の
活
性
化
の
一

助
を
趣
旨
と
し
た
若
手
交
流
会
を
平

成
二
十
四
年
十
一
月
十
七
日
（
土
）

に
、
「
横
浜
ス
カ
イ
ビ
ル
十
一
階
『
大

陸
』に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

発
起
人
三
名
で
発
足
し
た
若
手
交

流
会
で
す
が
、
開
催
当
日
ま
で
、
“
案

内
文
だ
け
で
ひ
と
が
集
ま
る
の
だ
ろ

う
か
”
と
、
日
々
、
不
安
な
毎
日
で
し

た
が
、
心
配
を
よ
そ
に
平
成
年
度
卒

業
者
八
名
に
、
お
招
き
し
た
神
奈
川

茗
渓
会
の
三
名
の
先
輩
を
含
む
計
十

一
名
で
無
事
交
流
会
を
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

集
ま
っ
た
同
窓
の
業
種
、
略
歴
は
多

岐
に
わ
た
り
、
異
業
種
交
流
会
と
も

い
え
る
盛
り
上
が
り
で
、
話
の
ネ
タ
が

尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

▲神奈川茗渓会から西塚氏と加

藤氏が顧問として参加しました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桐
心
会 

 

会  

長 

落 

信 

久 
 

 

副
会
長 

矢 

島 

博 

事
務
局 

大 

石 

進 

幸 

田 

隆 

 

桐
心
会 

総
会
・
懇
親
会
の
報
告 

平
成
二
十
五
年
三
月
九
日
（土
）
、

「
横
浜
国
際
ホ
テ
ル
」
で
「
桐
心
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
例
年
に
比
べ
若

い
世
代
の
参
加
が
多
く
、
お
お
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

「
桐
心
会
」
は
、
神
奈
川
県
内
に
在

住
・
在
勤
す
る
「
茗
渓
」
体
育
の
同
窓

で
組
織
し
て
お
り
、
毎
年
一
回
、
総

会
と
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

先
輩
か
ら
後
輩
へ
「
血
は
水
よ
り
濃

し
」
を
合
言
葉
に
桐
の
葉
の
精
神
を

受
け
継
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

今
年
は
、
神
奈
川
茗
渓
会
の
清
水

進
一
会
長
が
特
別
参
加
さ
れ
、
「
こ

れ
か
ら
茗
渓
会
の
組
織
強
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
皆
さ
ん
の
お
力
を
お
借

り
し
た
い
」
と
い
う
、
力
強
い
エ
ー
ル
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「
桐
心
会
」

と
い
う
同
窓
会
が
何
十
年
も
続
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
感
心
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。 

 

事
務
局
と
し
て
は
、
筑
波
大
学
出

身
の
若
い
世
代
が
少
な
い
と
い
う
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
会

の
充
実
、
発
展
に
尽
力
し
て
い
き
ま

す
。  

文
責 

大
石
進
（ｓ
五
六 

筑
体
） 

 

桐
心
会 

会 
 

長 

落 

信
久 

 
 

副
会
長 

矢
島 

博 

事
務
局 

大
石 

進 
 

幸
田 

隆 

 
 

初
め
て
開
か
れ
た
『
若
手
交
流
会
』（
十
一
月
十
七
日
開
催
、
一
面
で
紹

介
済
み
）、
十
二
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
『
茗
渓
会
管
理
職
等
懇
親
会
』、

そ
し
て
三
月
九
日
の
『
桐
心
会
』
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

歌
い
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
石
進
氏

（
現 

体
育
セ
ン
タ
ー
事
業
部
長
）
に

よ
る
力
強
い
エ
ー
ル
の
中
で
、
山
崎
紀

彦
山
北
高
校
長
の
閉
会
の
言
葉
に
よ

っ
て
、
会
は
盛
会
の
う
ち
に
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
。 

文
責 

佐
藤
教
道
（ｓ
五
六 

筑
一
人
文
） 

 

◆
こ
の
会
の
こ
と
と
出
会
い 

こ
の
会
が
、
毎
年
十
二
月
の
土
曜

日
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、

完
全
週
五
日
制
に
な
っ
て
か
ら
で
す

か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
古
い
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ま
で
は
、
定
時
制
高
校
に

勤
務
す
る
方
々
に
配
慮
し
て
、
十
二

月
の
第
一
日
曜
日
と
決
ま
っ
て
い
た

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。  

 

私
が
初
め
て
こ
の
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
は
、
今
か
ら
十
五
年
程

前
の
こ
と
で
す
。
当
時
、
伊
勢
原
高
校

定
時
制
課
程
の
教
頭
で
し
た
が
、
茗

荷 

渓
の
先
輩
で
あ
る
生
沼
啓
二
校
長

（
ｓ
四
〇
教
大
数
）
に
誘
わ
れ
て
の
こ

と
で
し
た
。
当
時
、
校
長
と
教
頭
が

同
じ
茗
渓
出
身
と
い
う
の
は
さ
ほ
ど

珍
し
い
事
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

会
場
は
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
は

『
華
正
楼
』
の
和
室
大
広
間
が
定
番
で

し
た
。
百
名
以
上
を
収
容
で
き
る
会

場
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
は

い
る
と
参
加
者
は
六
十
名
前
後
と
な

り
、
洋
個
室
で
充
分
の
広
さ
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
数
年
は
『
ロ
ー

ズ
ホ
テ
ル
横
浜
』
に
落
ち
着
い
て
お
り

ま
す
。
退
職
な
さ
る
先
輩
へ
の
餞
別

は
、
や
は
り
、
華
正
楼
の
“
月
餅
”
の
よ

う
で
す
が
・・・ 

        

こ
の
会
の
発
起
人
会
の
会
合
は
、

大
和
駅
南
の
料
亭
「
岩
手
屋
」
の
二
階

と
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
席

で
、
“
管
理
職
等
”
の
“
等
”
の
意
味
を

初
め
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

行
政
関
係
の
方
々
に
も
声
を
か

け
、
広
く
同
窓
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う

と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
現
在
も
そ
の
路
線
は
受
け
継

が
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

文
責 

矢
野
正
人
（ｓ
五
三
教
修
農
） 

茗渓かながわ 2013.6 神奈川茗渓会発行                                         （２） 

●
桐
心
会
名
簿
（
平
成
二
十
五
年
三

月
九
日
桐
心
会
事
務
局
作
成
）
に
よ

り
ま
す
と
、
会
員
が
三
七
二
名
。
最
年

長
は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
卒
、
最

年
少
は
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
卒

で
す
か
ら
、
実
に
八
〇
年
と
い
っ
た
時

の
開
き
を
有
す
る
組
織
の
層
の
厚
さ
に

圧
倒
さ
れ
る
思
い
で
す
。 

茗
渓
会 

管
理
職
等
懇
親
会 

 

懇
親
会
の
報
告 

 

平
成
二
十
四
十
二
月
一
（
土
）
、

『
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜
』
三
階
ロ
ー
タ
ス

ル
ー
ム
に
、
本
会
顧
問
の
清
水
神
奈

川
茗
渓
会
会
長
と
川
田
茗
渓
会
理

事
を
お
招
き
し
て
、
三
十
一
名
が
集

い
ま
し
た
。 

 

次
第
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

一 

開
会
の
言
葉 

 

児
島
義
明 

秦
野
曽
屋
高
校
長 

一 

発
起
人
代
表
の
挨
拶 

坂
本
紀
典 

湘
南
台
高
校
長 

一 

乾
杯 

瀬 

木 

明 

舞
岡
高
校
長 

一 

顧
問
挨
拶 

清
水
進
一 

神
工
大
顧
問 

川
田
孝
一 

桜
美
林
大
顧
問 

 

そ
の
後
、
歓
談
が
続
く
中
、
退
職 

に
よ
り
会
を
去
ら
れ
る
西
村
宗
一
郎

氏
（
前
県
立
横
浜
緑
ヶ
丘
高
校
長
）
の

歓
送
と
教
頭
に
な
ら
れ
た
山
本
聡
氏

（
座
間
総
合
高
校
）
、
添
野
龍
雄
氏

（
平
塚
農
業
高
校
）
の
歓
迎
の
宴
と
な

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
参
加
し
た
四
人
の
総
括
教

諭
が
紹
介
さ
れ
、
熱
い
エ
ー
ル
が
送
ら

れ
ま
し
た
。 

 
 

参
加
者
の
一
分
間
ス
ピ
ー
チ
が
続

き
、
恒
例
の
『宣
揚
歌
』が
高
ら
か
に 

 
餞別を受け取る西村氏 



 

 

会員の皆様 

神 奈 川 茗 渓 会 
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なります。下記の要領で開催いたしますので、どうぞ、お誘いあわせの上、ご参集いただきますよう、ご案内申し上

げます。 
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○ ご不明の点は、事務局または、以下の地区委員までお問い合わせください。 
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事務局長  矢野正人（s53 教院農経）  080-5410-9149    E-mail：yano@kait.jp 

 

川崎地区【川崎市】 

委員  西村宗一郎（s51 教大植）   045-362-7010 

委員  南  敏  章 （s52 教大数）   045-945-2086 

横浜地区【横浜市】 

委員  佐々木悦子（s46 教大体）   045-784-0670 

委員  望月 正大（s51 教大数）   045-812-0281 

横三・湘鎌地区【横須賀市、鎌倉市、逗子市、三浦市、三浦郡、茅ヶ崎市、藤沢市、高座郡】 

委員  鈴 木  彰（s49 教大地）   0467-52-5354 

委員  瀬  木  明（s52 教大応数） 090-1040-3612 

平秦・西湘地区【平塚市、小田原市、中郡、足柄上郡、足柄下郡、南足柄市、秦野市、伊勢原市】 

委員  細谷 俊一（s47 教大生化工）0465-77-2046 

委員  井出真理子（s47 教大英）  0463-71-1191 

北相地区【厚木市、海老名市、綾瀬市、大和市、座間市、相模原市、愛甲郡、神奈川県外】 

委員  大島 恵子（s46 教大植）  042-715-0317 

委員  本木 幹雄（s50 教大体健） 090-3817-3402 

 

 開催日時 平成 25年７月６日（土） 11：00～（受付 10：45） 
 開催場所 ローズホテル横浜（℡045－681-3311） 
     ●ＪＲ根岸線「石川町駅（北口）」より徒歩 10 分 ●みなとみらい線「元町・中華街駅」より徒歩 1 分 

日  程   

総   会  11：00～12：00  宴  会  場（２階） 

     講 演 会  12：00～13：00  宴  会  場（２階） 

演題：「震災から２年余―“復興”の名の下に何が進行しているか―」        

講師：松舘忠樹氏（s43 教大文）ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ、元 NHK 青森放送局長、元 NHK 文化ｾﾝﾀｰ仙台総支社長 

     懇 親 会  13：15～15：30  ボール ルーム （２階） 

※当日、参加者人数により、会場が変更となる場合がございます。  

懇親会費等（当日、受付にて申し受けます） 

                   一般会員  8000 円（支部会費 1000 円を含みます） 

                    新卒会員  4000 円（支部会費 1000 円を含みます） 

                ※本部会費 3500 円の納入も受け付けております。 

出欠席につきましては 6 月 14 日（金）までに、返信用葉書にてお知らせください。 

  

※ 支部会費納入のお願い   当日参加できない方は、同封の払い込み用紙にて支部会費（1000 円）を納入いただきますよ
う、お願い申し上げます。なお、ご夫妻で会員の方につきましては、案内を１通とさせてい
ただいておりますのでご了承下さい（支部会費はお一人分で結構でございます） 

 
 
＊本会の名称変更に伴い、払込み用紙の払込先（加入者名）も「神奈川茗渓会」とすべきですが、郵便局の変更手続
が煩雑で間に合いませんでした。「茗渓会神奈川支部」となっていますが、ご了承下さい。 
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「明
治
七
年
師
範
学
校
が
設
置
さ

れ
」と
あ
り
ま
す
。 

『
写
真
集
東
京
教
育
大
学
百
年
』

で
は
、
師
範
学
校
は
、
明
治
五
年
九

月
一
日
（
旧
暦
七
月
二
九
日
）
に
開

校
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

竹
内
氏
は
こ
の
こ
と
を
ご
指
摘
な

さ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

町
田
氏
に
よ
る
と
、
平
成
十
二

年
に
銘
文
修
正
の
記
録
が
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
修
正
の
該
当
箇
所

は
、
文
部
省
の
設
置
年
で
、
師
範
学

校
設
置
（
開
校
）
年
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 町

田
氏
の
説
明
で
は
、
当
時
文

京
区
で
発
行
し
て
い
た
『
史
跡
め
ぐ

り
』
の
文
章
を
使
用
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
確
証
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。 

明
治
七
年
と
い
え
ば
、
大
阪
、
宮

城
の
師
範
学
校
の
設
置
に
続
く
、
広

島
な
ど
の
七
官
立
師
範
学
校
が
設

置
さ
れ
た
年
で
し
た
。 

解
決
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

愉
し
い
謎
解
き
の
ひ
と
時
で
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

文
責 

矢
野
正
人
（ｓ
五
三
教
院
農
） 

  

金
属
板
に
は
以
下
の
碑
文
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 
近
代
教
育
発
祥
の
地 

 

昨
年
の
こ
と
で
す
。
竹
内
巧
氏
（
三

〇
教
大
哲
）
か
ら
、
事
務
局
長
宛
に
お

便
り
（
十
一
月
七
日
付
け
）
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
以
下
の
よ
う
な
文
面
で
し

た
。 

 拝
復 日

頃
、
会
務
の
為
ご
苦
労
様
で
す
。 

さ
て
、
先
日
、
お
手
紙
と
『
茗
渓
か

な
が
わ
』
（
第
１
号
）
を
頂
戴
し
ま
し
て

有
り
難
く
存
じ
上
げ
ま
す
。
こ
の
文
書

は
な
か
な
か
良
く
出
来
て
い
て
、
読
み

応
え
の
有
る
物
で
し
た
。 

ぜ
ひ
、
身
体
の
具
合
が
順
調
で
し
た

ら
、
来
年
は
伺
わ
せ
て
頂
き
と
う
存
じ

ま
す
。 

処
で
、
一
つ
お
願
い
が
有
る
の
で
す

が
、
師
範
学
校
の
創
立
は
明
治
五
年
八

月
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
御
茶
ノ
水
の

橋
を
渡
っ
て
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
の

脇
に
、
明
治
六
年
に
師
範
学
校
が
建
て

ら
れ
た
と
、
文
京
区
が
金
属
板
で
呈
示

し
て
有
り
ま
す
。
当
時
、
旧
暦
と
新
暦

の
切
り
替
え
は
明
治
五
年
（
一
八
七

二
）
十
二
月
三
日
を
明
治
六
年
一
月

一
日
と
し
て
切
り
替
え
た
由
で
す
。
も

し
師
範
学
校
が
十
二
月
三
日
以
降
に

創
設
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
文
京
区
が
正

し
い
事
に
な
り
ま
す
が
、
十
二
月
三
日

以
前
に
創
立
さ
れ
た
事
に
な
れ
ば
、
虚

偽
の
掲
示
に
な
り
ま
す
。 

敬
具 

 

  

一
度
、
本
部
で
検
討
し
て
貰
い
、
明

治
五
年
が
正
し
け
れ
ば
、
訂
正
を
求
め

る
べ
き
で
し
ょ
う
。
勿
論
、
最
近
そ
の
辺

り
を
通
る
事
は
殆
ん
ど
有
り
ま
せ
ん
の

で
、
解
決
し
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
宜
し
く
お
頼
み
申
し
ま
す
。 

で
は
、
再
開
を
楽
し
み
と
し
て
い
ま

す
。 

敬
具 

 

竹
内
氏
の
ご
依
頼
に
つ
き
ま
し
て
は 

す
で
に
本
部
か
ら
回
答
済
み
と
は
存

じ
ま
す
が
、
私
自
身
、
「
文
京
区
が
金

属
板
で
呈
示
」
し
て
い
る
も
の
を
見
た

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
御
茶
ノ
水
駅
東
口
を
出
て
、
本

郷
通
り
の
聖
橋
を
渡
る
と
、
右
手
に

湯
島
聖
堂
、
左
手
に
東
京
医
科
歯
科

大
学
が
あ
り
ま
す
。
大
学
正
門
手
前

に
自
転
車
が
乱
雑
に
置
か
れ
て
い
る
舗

道
並
木
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
舗
道
際

に
樹
陰
の
奥
に
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い

る
“近
代
教
育
発
祥
の
地
”碑
こ
そ
が
、

竹
内
氏
の
お
っ
し
ゃ
る
「
金
属
板
」
な
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

  

近代教育発祥の地  湯島一丁目 4 と 5 
（湯島聖堂・東京医科歯科大学） 

 
江戸時代、このあたりは学問（儒学）の府であった聖堂（孔子廟）の一部、昌平坂学問
所（昌平黌）があったところである。 
 寛政 9 年（1797）学問所の学寮、宿舎が建てられ、旗本や藩士の子弟を対象とした教
育が施された。 
 明治維新後、学問所は新政府に引き継がれ、昌平学校、大学校、東京大学と発展し
ていった。 
 明治 4年（1871）に文部省が設置され、我が国の近代教育の原点となる施策が展開さ
れることになった。当地には明治５年（1872）師範学校（翌年、東京師範学校と改称）が
開校し、その後、隣接地に東京女子師範学校が置かれた。 
 東京高等師範学校は明治 36 年（1903）に大塚窪町に移転し、後に東京教育大学（現
筑波大学）となり、東京女子高等師範学校は昭和 7 年（1932）大塚に移転し、後に新制
大学としての発足の折、この場所の地名を校名に冠し、お茶の水女子大学と称し現在
に至っている。                 文京区教育委員会 平成 19年（2007）3月 

 

平
成
十
九
年
三
月
と
あ
り
ま
す
。

今
か
ら
五
年
前
に
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
こ
の
碑
は
新
た
に

建
て
替
え
ら
れ
た
も
の
か
と
考
え
ま
し

た
。
竹
内
氏
ご
指
摘
の
箇
所
が
見
当
た

ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。 

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
二
〇
階
南

側
の
文
京
区
教
育
委
員
会
庶
務
課
文

化
財
保
護
係
に
問
い
合
わ
せ
を
し
ま
し

た
。
鈴
木
さ
ん
と
い
う
女
性
が
丁
寧
に

対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

昭
和
六
三
年
三
月
に
最
初
の
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
た
碑 

 

 

昭
和
六
三
年
三
月
に
最
初
の
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
碑
の
写

真
な
ど
資
料
を
頂
戴
で
き
な
い
か
と

お
願
い
し
ま
し
た
が
、
「
申
請
書
を
お

出
し
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
」

と
い
う
こ
と
で
、
書
き
こ
む
事
由
が
面

倒
と
思
い
、
あ
き
ら
め
ま
し
た
。 

下
の
写
真
は
、
昭
和
六
三
年
三
月

の
碑
で
す
。
左
の
文
面
は
、
文
京
区
文

化
財
保
護
調
査
員
の
町
田
氏
に
確
認

し
た
も
の
で
す
。 

 

              湯島 1-4-5（東京医科歯科大学） 

江戸時代、学問（儒学）の府であった聖堂（孔子廟）の一部、昌平黌跡である。 
寛政 9 年（1797）現在地に学寮、宿舎が建てられ、旗本の子弟や全国から藩士の子弟
が青雲の志を抱いて集まった、昌平坂学問所である。 
明治維新後、政府に引継がれ、昌平学校、大学校、東京大学と発展していった。 
明治 4 年（1872）に文部省が誕生し、我が国学校教育の原点となった。明治７年師範学
校が設置され、この地に後の東京高等師範学校、東京女子高等師範学校が置かれた
が、前者は明治 36 年大塚窪町に移転し、後に東京教育大学（現筑波大学）となり、後者
は昭和７年大塚に移転し、後に新制大学として発足の折、この地名を校名に冠し、お茶
の水女子大学と称し現在に至っている。 

－郷土愛をはぐくむ 文化財－ 

東京都文京区教育委員会   昭和 63年 3月 

近代教育発祥の地 

http://tokyobunkyo.blog.shinobi.jp/Entry/28/

